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ん。認め合い・励まし合いが，さりげなく
出来ている学級となっていることが大切
です。
　・他教科・領域においても，自分の考えを進
んで発言したり，人の話をしっかり聴いた
りする態度を養っておくことです。
　・教師がゆったりとした態度で児童・生徒に
接するなど，「間」を大切にする姿勢が求
められます。
　さらに，形の上で次のような点が大切です。
　・机の配置を「コの字型」にするなど，語り
合いがしやすい工夫をします。
　・話す友達に目を向けて聴くことや，頷きな
がら聴くことを指導しておきます。
　・児童・生徒同士の「相互指名」によって，
関連したことを「語る」・「聴く」が出来る
姿をめざしていきます。
Ｑ　「語り合い」を成立させるための手立ては?
　児童・生徒どうしの語り合いで，他の人
の考えに共感したり，別な考えを述べたりしな
がら，価値観を高めていくようにします。
　そのためには，
　・本時の課題を，「私にとっては○○のこと」
というように，自分自身の問題として意識
させておくことが大切です。
　・発言の背景にあることを掘り下げたり，発
言を「共通の場」に広げるたりするために，
※「切り返し」を図り，より高い価値に気
づかせていきます。
　・新たに生まれた見方・考え方を表した時に
は，「友だちの考えを聴いて，自分の考え
を高めているね。それが，とても大事なこ
となのだよ。」と，大いに認めていくこと
が大切です。
※「切り返し」～主発問に対する応答をさらに
掘り下げる発問を「切り返しの発問」といい
ます。「切り返し」は，「共通の場」に広げた
り，思考の観点を切り替えたりする場合も使
われます。
まとめ
　「道徳の時間」の指導について，講義の中や
アンケートの中で，質問があった点を含めてＱ
＆Ａで記述した。しかし，質問項目については，
「板書の仕方」や「指導案の書き方」等，他に
も大切な点がまだある。その点については，別
な機会に触れることにして，最後に，「道徳の
時間」の指導で大切な基本の考えを述べて，ま
とめとしたい。
◎授業として，
　「児童・生徒の実態→本時のねらい→学習
課題→資料」が連動していることが必要であ
る。
◎教師の姿勢として，
　「よりよく生きたい」という児童・生徒の
願いに応えるために，児童・生徒と教師の人
間関係を大切にし，共に考え，共に探求して
いく姿勢で授業に臨むがことが極めて大切
である。
【参考文献】
日澤一男:道徳の時間の指導をより充実するた
めに1993 
学習指導要領解説　道徳編　　文部科学省
